
日本文理大学　工学部　建築学科
Dept. of Architecture, Faculty of Eng., Nippon Bunri Univ.

避難所の間仕切りシステム
開発・制作ワークショップ in 杵築



はじめに（このプロジェクトのきっかけと今後の展望について）

「教えるのではなく、学ばせよ」（小川三夫棟梁の教えから）

日本文理大学　工学部　建築学科　教授　近藤 正一

　小川氏は、今や伝説の偉人となった西岡常一棟梁の唯一の内弟子として薬師寺工事等に携わり、そ

の後、多くの弟子を育てた日本を代表する棟梁です。西岡棟梁との共著である名著『木のいのち木の

こころ』は、学生時代に感動し何度も読み返したものです。以前、神戸の竹中大工道具館にて、二人

だけで貴重な時間を過ごさせていただいたことがあります。30 分ほどの偶然の出来事でしたが、建築

を志す者として永く憧れ雲の上の存在だった巨人のご尊顔を拝することができたことは、生涯忘れ得

ぬ思い出です。２年ほど前、日田市においでになり「鵤工舎の育て方」をテーマにご講演なさり、大

いに共感しました。僭越ながら棟梁の教育理念を一言でまとめさせていただくと「建築を志す若者に

教えるべきことは、技術でも知識でもない。モノづくりへの執念と覚悟に尽きる」と受け止めています。

技術については、手取り足取り教えるのではなく、むしろ広い意味での環境を整えるだけにしておき、

自分なりのやり方で身につけさせるほうが人はより良く育つということではないでしょうか。

　この考え方は、「社会・地域貢献」、「産学一致」、「人間力の育成」を教育理念に掲げる日本文理大学

の方針とよく馴染みます。本学の教員の一人として、学生たちに自分の置かれた環境の中で自身の力

で何ができるのかを考えさせ、「何かする事がありましたら」とか「どうすればいいですか」といった

受け身ではなく、常に自らの問題として取り組ませることで、能動的な行動を促すように心掛けてき

ました。今回、このプロジェクトに取り組んだ学生たちは、10 才という多感な少年期、東日本大震災

に衝撃を憶え、その後も毎年のように水害や地震等による災害を体験しながら育ちました。そしてコ

ロナ禍となり、自分たちの専門であるインテリアデザインの分野で社会の役に立ちたいという学生た

ちの強い気持ちが、避難所の間仕切りシステム開発・制作ワークショップを地域で実施する行動へと

自然に駆り立てさせたのでしょう。彼らの中から溢れてきた意志がこのようなかたちで結実したこと

は、小川棟梁より授かった「学び」に一歩、近づけたこと示唆しているのではないかと自負しています。

　この小冊子にまとめた平成２年度の取り組みは、避難所の在り方に心を砕く学生たちが、地域に根

ざした活動を通して試行錯誤する様子の記録です。手に取りご覧になった皆様が、間仕切りシステム

開発・制作のみならず、地域と大学との今後の連携活動や、延いては近未来における建築・インテリ

アデザイン教育研究の発展に期待する関係者一同の気持ちを感じ取っていただけますと幸いです。
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折り紙による避難所間仕切りの研究
　日本の文化である折り紙の製法を活用し、災害時に住民が避難し安心できる間仕切りを製作した。紙管
で柱と梁を組み、そこから紙の仕切りを上から垂らすことで、笹に飾られる七夕飾りを表現している。
　避難所の間仕切りは、プライバシーを保護するだけでなく、新型コロナウイルス等の感染症から守る必
要が出てきた。今回、七夕飾りの網飾りをモチーフにしており、様々なことから中にいる人を守るようにと
の願いを込めた。
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①風通しを良くし、換気が容易である。
②光や目線を必要分遮断できる。
　→目線が通る事で見回りの容易化、盗難防止
③柔らかい印象を出すため。

繋ぎ目をななめに
する理由

飛沫テストの結果として、約６割減少できた

製作手順
STEP１
紙管同士を
ジョイントで
固定する。

課題点
•ジョイントが短く、紙管が曲がってしまった。
　→ジョイントを長くする、繋ぎ目のないものにする。
•紙の部分により工夫を出すことで物を簡易化することができる。
　→紙の上下を段ボールで挟むことで梁をなくせたのではないか。

STEP２
出来た枠組みに
マジックテープ
付きの仕切りを
貼る。



折り紙によるアーチ型間仕切り

蛇腹折りの間を４回折ることで、
アーチ型の間仕切りを１枚の紙から
製作できるよう工夫した。

　折り紙の蛇腹折りと飛び出す絵本をヒントに
アーチ型の間仕切りを製作した。
　これまで抱えてきた避難所の課題を解決しつ
つも、収納・備蓄性を重視した間仕切りである。
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課題点
紙の材料として、薄いもの
を使用したため真ん中の部
分がたわんだ。
→ 厚みのある紙を用いる。

段ボールの上部は片持ち梁
となっており、段ボールが
反ってしまう。
→ 段ボールの端を折ること
　 により柱にする。

床から高さをあげるメリット
・床の冷気から遠ざけ、暖気を逃さない。
・立つ座るの動作が楽になる。
・下の空間に荷物をしまうことができる。
　３つの機能により、これまでの避難所の課題であっ
た①高齢者の運動不足、②盗難、③温熱環境の管理を解
決できると思われる。
　また、足元に照明を置くことで紙
に沿って立ち上がる柔らかな明かり
で室内が満たされ、避難者に安心感
をもたらすように工夫した。

製作手順

床は組子構造であり、
はめ込むだけで完成する。
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避難所のための照明器具
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　避難所で不安な夜を過ごす際に、機能的な照明器具は人々の活動をサポートし、そっと寄り添う温か
い光は安心や希望を見出す手助けとなり得る。そこで以下の２点をテーマとし、これからの避難所に必
要な照明器具について検討した。また、実際に光源を搭載した試作品を作り、その実用性を検証した。

　【テーマ】　・避難所特有の課題を解決するものであること　　　　　　　　　　　　　
　・避難者の心境を考え、その心に寄り添うこと　　　　　　　　　　　　　

※電力の限られる避難所での利用を想定し、光源には消費電力の少ない LEDを採用し、器具にはバッテリーを搭載した。
　また、実際の消費電力を計測し、持ち運び型のソーラーパネルで充電した場合に、何時間点灯可能であるかを算出した。

　避難所は多くの人が集まり、狭いスペースで生活する。そこで、
場所をとらない照明を作成しようと考えた。ものを置く場所が小
さくなれば、人が動けるスペースが確保できる。この照明は折り
たたむことができ、また、必要に応じて和紙を貼った箱を重ねて
高さを変えることができる。光源と箱同士は磁石で連結され、暗
い中で移動する時には持ち運びも出来るようになっている。

　被災された方々の精神的ストレ
スの緩和を要素に入れた照明。避難
所での不安、体育館の水銀灯など、
さまざまな精神的ストレスを感じ
やすい状況にあると考える。そこで、
一人一人の生活スタイルに合わせ
た照明を提案する。生活習慣に寄り
添うことで避難所内での不安を取
り除き、また互いのプライバシーを
侵害しないことで精神的ストレス
を緩和することができる。

accumulight 廣瀬 右京- スペースをとらない、積み重ねることができる照明 -

Snuggle lamp 長吉 優香- 利用者によって光色や光の広がりを変えられる照明 -

3hの充電で10h点灯可能

3hの充電で4h点灯可能



　避難所のトイレを少し
でも心落ち着く場所にす
るために勇気を与えれる
ような照明を提案したい。
　この照明は、ブースに
引っ掛けて使用する方法
と逆さまにして置いて使
う 2種類の使い方ができ、

　避難所に設置される間仕切りは天
井が開いている場合が多く、室内で
感じるような包まれる光環境を作る
ことができない。そこで、一般的な傘
を利用して天井の代わりを作り、そ
こに光を当てることで、包まれる光
を作り出す照明器具を提案する。た
とえばテーブルなどの側にこの照明
器具を置くことで、頭上が光に包ま
れ、明るさ感や守られているような
安心感を得ることができる。

energía light 益満 光- 言葉が勇気を与えるトイレのための照明 -

Lamprella 堀田 健翔- 傘によって包まれる光を作る照明 -

色導灯 渡邊 尚樹- 竹を利用した光色で導く誘導照明 -

こっちだよ

中の文字カードは入れ替え可能で好きな文字を書いて入れるこ
とかできる。また、和紙で囲むことによって優しい灯りを演出す
ることができ、暗いトイレに適した照明になっている。

　夜の避難所は暗く、子供などは 1 人ではト
イレに行き着くことが難しいと考えられる。
この誘導照明は行き先ごとに光の色が異なっ

トイレに行き着くことができる。子供の足が
触れたり、風が吹いたりすることで器具が転
倒する可能性があるため、硬く軽い特徴を持つ竹を用いて耐久性

3hの充電で4h点灯可能

0.5hの充電で3h点灯可能

3hの充電で6h点灯可能
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現地ワークショップ
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　杵築市は、先般、北台南台が重要伝統的建造物群保存地区に指定されるなど、独自の歴史と文
化をもち景観資源の豊かな地域です。しかしその一方で、中心市街地のうち大きな範囲が土砂災
害・津波・洪水の恐れのあるエリアとなっており、避難所が重要な役割をもつ地域であるといえ
ます。さらに昨今のコロナ禍により、避難所においてもソーシャルディスタンスが要求されてい
ることを踏まえ、令和 2 年 11 月 2 日（火）、きつき生涯学習館にて、避難所の配置や避難その
もののあり方について、歴史を踏まえつつ、市民と共に安全について自由に幅広く考えることを
目的とする意見交換会を実施しました。
　１回目のワークショップでは、資料に基づく学修の後、学生たちからパーティションや照明に
ついての提案がなされ、モックアップを囲んでまちづくり株式会社雪笹の下村氏・神田氏・石山氏、
杵築市企画財政課の宮本氏・森實氏よりご意見をいただきました。１時間半にわたる検討の後、
勘定場の坂・酢屋の坂・塩屋の坂および武家町・町人町、杵築城展望台をご案内いただき、さら
に杵築の街並みを実地見学しました。
　今回の学生の学びをまとめ、振り返りを行うことによって、この後の製作において問題とすべ
き要点が具体的に明らかになり、今後の避難所間仕切りシステム・安心照明の開発・制作へとつ
なげていくことができました。



竹林保全ワークショップ
　本来の計画では、まちづくり雪笹 株式会社の皆さまにご協力をいただき、実際に体育館など
避難所となり得る場所にモックアップを設置し、避難体験を実施する予定でした。しかし、コロ
ナ禍下において３密が懸念されることから、避難所の間仕切りシステムの実地での社会実験は断
念し、大学校内で擬似実験を実施することとなりました。
　今回は、住民と共に安全について自由に幅広く考えるための学修機会を設けることで、実地実
験に替えることとし、まちづくり雪笹 株式会社主催による竹林保全を目的とするワークショッ
プに参画しました。11 月とはいえ長袖ですと汗ばむ陽気でしたが、学生たちは熱中症に留意し
つつ、古くなり繁茂した竹林のクリーンナップ作業に全力で協力しました。
　住民の皆さんと協働する中で地域の環境を整えるため営々と努力を重ねることで、安全・風致
の維持、地域の住環境整備、延いては観光までも含めた一体として改善していく取り組みについ
て実体験を通じた学びを得ました。
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ワークショップ開催地



宮部　洋二　氏　　一級建築士

【経歴】

1983 年　芝浦工業大学工学部建築学科 卒業

佐々木喬環境建築研究所 入所

1994 年　atelier_CASAS パートナーシップ 共同設立

2004 年　studio/CASAS 一級建築士事務所 開設

協力者紹介

杵築市のみなさま
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宮本　展克　　氏　杵築市 企画財政課 課長補佐 

森實　由美子　氏　杵築市 企画財政課 主査

下村　亮介　　氏　まちづくり雪笹株式会社　代表

神田　毅　　　氏　まちづくり雪笹株式会社

石山　剛一　　氏　まちづくり雪笹株式会社

そのほか、杵築市役所 企画財政課（都市計画担当）の皆さま、杵築市役所 危機管
理課（防災担当）の皆さま、ワークショップでお世話になりました市民の皆さま、
ご近所の皆さま、関係なさったすべての皆さまに心より感謝申し上げます。



おわりに

日本文理大学　工学部　建築学科　助教　江越   充
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　避難者の心に “ 寄り添う ” ーこれは私がこのプロジェクトを通じて考えたいテーマでした。同時に、学生に

考えて欲しいテーマでもありました。コロナ禍という今までに経験のしたことのない厳しい社会情勢の中で始

まったこのプロジェクトは、平時以上に、私たちに考えるきっかけを与えてくれたように思います。自由な行動

が制限され、それぞれに出口の見えない不安を抱えている今だからこそ、より実感を持って、痛みを受け、不安

を抱える避難者の心に寄り添うことができたのかもしれません。

　プロジェクトの途中には「令和 2年 7月豪雨」も経験しました。私自身も自宅の近くを流れる大分川が警戒

水位を超え、一晩中警報が鳴り響く中、不安な夜を過ごしました。学生の中には身近に被害に遭われた方、ま

た避難された方がいた学生もおり、避難所の役割を改めて現実のものとして感じる出来事となりました。その

避難所を少しでも暮らしやすく、安心でき、明日への希望を持つことができる場にしていくことが、建築に関わ

る我々にできることではないかと考えています。

　今回のこのプロジェクトでは、机上の検討に加え、フィールドワークも合わせて行ってきました。実際に杵築

市を訪れ、現地を歩くことで避難所がある土地を知り、またその土地に愛着を持って暮らす人 と々行動を共に

することで、その思いの一端を知ることができました。そして、その方たちがもし避難生活を送る状況となった

時、どのような気持ちとなるか、どのようなものがあれば助かり、少しでも元気を取り戻すことができるのか、こ

れらについて学生と共に考え、学内の活動だけでは得られない多くの気づきを得ることができました。

　目に見える成果として、感染症対策にも配慮した新たな避難所ブースのプロトタイプが生まれました。物理

的な距離を確保するために避難所の収容人数が不足しているという現状や、現地の方々のご意見を受けて、

今までにない形で一つの解決策を提示しています。また、避難生活を送る上で有用な照明器具、避難者の心

に寄り添う照明器具の提案も複数案生まれました。

　さらに、目に見えない成果ではありますが、これからも避難所について考えて行こうとする学生や、地元の活

性化に目を向ける学生等も出てきており、一人ひとりの中に “人に寄り添う心 ”が芽生え始めているように感

じています。これらの成果は、心温かく我々を迎えてくださった杵築の方々のご協力あってのものであり、貴重

な機会を与えていただいた杵築のみなさまには心より感謝申し上げます。

　今回のこのプロジェクトを出発点として、これからもより良い避難所の在り方、またそれを広めていく活動の

在り方について、学生と共に考え続けて行きたいと思います。
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